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安
美
展
は
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
す
る
安
城
市
唯
一
の
公
式

な
公
募
型
美
術
品
展
覧
会
で
、
広

く
全
国
か
ら
美
術
品
が
出
品
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
安
美
展
会
期

前
期（
日
本
画
、
書
、
工
芸
・
彫ち

ょ
う

塑
）施

月

日
晶
～

日
掌
午

そ

１０

２０

２９

前
９
時
～
午
後
５
時（

日
捷
を

２３

除
く
）
後
期（
洋
画
、
写
真
）施

月
３
日
抄
～

日
掌
午
前
９
時

１１

１２

～
午
後
５
時（
６
日
捷
を
除
く
）

■
作
品
募
集
に
つ
い
て

●
規
格
等

左
表
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
参
照
。

●
対
象

歳
以
上（
中
学
生
を

１５

除
く
）。各
部
門
１
人
１
点
、
未
発

表
の
も
の
に
限
る

●
募
集
期
間

９
月

日
昌
～

２０

３０

日
松

●
応
募
方
法

持
参
か
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
糸
募
集
期
間
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
９
月

日
捷
を
除

２５

く
）に
、
出
品
申
込
書
等
を
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
安
美
展
事
務
局（
〒

－

０
０
２
６
安
城
町
城
堀

／

４４６

３０

胃〈

〉４
４
９
１
）へ

電
子
申

７７
請
糸
募
集
期
間
内
に
、
市
H
P

「
安
美
展
」の
ペ
ー
ジ
か
ら

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
送
信
後
電

話
で
着
信
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
・
出
品
申
込
書
は
、

６
月
中
旬
か
ら
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
市
H
P
等
で
配
布
。

●
搬
入

月

日
昌
午
後
１
時

１０

１１

～
７
時
に
指
定
し
た
会
場
へ（
当

日
の
申
込
は
不
可
）

●
賞

最
高
賞施

５
部
門
を
通
じ

て
最
優
秀
作
品
に「
グ
リ
ー
ン
リ

ボ
ン
賞
」（
賞
金

万
円
）
部
門

１０

大
賞施

各
部
門
１
点（
賞
金
１
万

円
）
部
門
賞施

市
長
賞
、
議
長

賞
、
教
育
委
員
会
賞
、
文
化
協
会

賞
、
奨
励
賞

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

安
美
展
の
出
品
作
品
を
募
集

図
書
情
報
館
の
オ
ー
プ
ン
に
と

も
な
い
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
利

用
者
カ
ー
ド
が
登
場
。
ま
た
、
新

た
に
電
子
書
籍
や「
読
書
通
帳
」が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
新
利
用
者
カ
ー
ド

図
書
情
報
館
の
オ
ー
プ
ン
に
あ

わ
せ
て
、
利
用
者
カ
ー
ド
の
デ
ザ

イ
ン
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ア

ン
フ
ォ
ー
レ
マ
ー
ク
と
本
を
読
む

サ
ル
ビ
ー
の
入
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な

カ
ー
ド
で
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
黄
緑
色
の
カ
ー
ド

（
旧
カ
ー
ド
）も
引
き
続
き
使
え

ま
す
。

■
電
子
書
籍

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
む
こ
と
の

で
き
る
電
子
書
籍
の
貸
出
を
開
始

し
ま
し
た
。

●
対
象
者

市
内
在
住
で
、
利
用

者
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

●
貸
出
点
数

３
点
ま
で

●
貸
出
期
間

２
週
間

●
利
用
方
法

詳
し
く
は「
安
城

市
電
子
図
書
館
」ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

■
読
書
通
帳

借
り
て
い
る
本
の
タ
イ
ト
ル
や

価
格
を
銀
行
の
通
帳
の
よ
う
に
記

録
で
き
ま
す
。
記
録
す
る
た
め
の

機
械
は
図
書
情
報
館
２
階
に
あ
り

ま
す
。

●
価
格

１
冊

円（
市
内
在
住

３００

の
中
学
生
以
下
は
無
料
）

●
申
込
み

利
用
者
カ
ー
ド
を
持

っ
て
、
図
書
情
報
館
２
階
の
窓
口

へ
■問
▼
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６

読書通帳を使えば、図書情報館の
利用がより楽しくなります

昨昨年度最高賞作昨年度最高賞作品品
「枯れ木も山の賑い」「枯れ木も山の賑い」
伊藤文伊藤文夫夫

図
書
情
報
館
に
新
ア
イ
テ
ム
登
場

規 格部門

サイズは２０号以上５０号以内。額
装し吊ひも装着のこと。縦横自由

日
本
画

サイズは２０号以上５０号以内。額
装し吊ひも装着のこと。縦横自由。
版画は６号以上９０．９㎝×９０．９㎝
（マットを含む）以内

洋
画

寸法は半折２分の１以上全紙以
内で、仕上がり寸法１８２㎝×９１㎝
以内。額装又は枠張りとし、 吊
ひも装着のこと。縦横自由。てん
刻（仕上がり寸法３９㎝×３０㎝以内
で印影のみ）・刻字（５０㎝×１００㎝以
内、縦横自由、重量１０㎏程度）も、
吊ひも等で展示できる体裁とする
※釈文用紙を出品申込時に提出の
こと。臨書は不可。

書

サイズは半切以上大全紙以内。額
装又はパネル張りとして仕上がり
外枠寸法７０㎝×８１㎝以内の単写
真。吊ひも装着のこと。縦横自由
※データ合成・削除処理は不可。

写
真

工芸は、陶磁・金工・染織・漆・
木・竹・籐・七宝・皮革・ガラス・
紙・人形で、立体は４０寂以内（容
積換算）、壁面は横１２０㎝以内（仕
上がり寸法）。彫塑は幅１００㎝×奥
行１００㎝×高さ２００㎝以内で、重量
は１００㎏程度まで
※いずれも展示できる体裁とし、吊
ひも・台等が必要な場合は出品時
に装着のこと。手芸品の類は不可。

工
芸
・
彫
塑

※表面板がガラス板での額装は禁止。
書部門のみ一般はアクリル板も禁止。

新利用者カード
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参加費定員対象開始時間期間曜日教室名
３２００円２５人女性午後１時３０分Ａ

木
ストレッチヨガ

市
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

３８００円
各
３０人

女性（初心者）午前１０時Ｂソフトテニス

２７００円一般午後１時
Ａ

火エンジョイエクサ
サイズ

４０００円２５人一般（初心者）午前１０時３０分
火

エアロビクス
３３００円３０人６０歳以上午後１時３０分シルバースクール
２９００円４５人一般午後３時

Ｂ
太極拳

５０００円２０組２歳～未就園児
とその親午前１０時木ふれあい親子

５０００円４０組１歳６カ月～未
就園児とその親午前１０時Ａ金親子からだあそび

とママエアロ

２６００円１２０人小学４～６年生午前９時３０分

Ａ
土

陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

３６００円５０人小学３～６年生午前１０時ジュニアソフトテ
ニス

２６００円７５人
小学４～６年生

午後７時水バスケットボール
４２００円３０人午後６時木バレーボール

３３００円３５人小学４～中学３
年生午後５時Ｂ土バドミントン

４２００円３０人女性午前１０時水
３４００円２０人女性（初心者）午前１０時

Ａ
木インディアカ

５５００円３０人高校生以上午後７時火バドミントン

各
５０００円

各
２０人１８歳以上午後７時３０分Ｂ金

硬式テニス（初級）
硬式テニス（中級）

※体育館改修工事のため、市体育協会は市野球場Ａ面スタンド下に仮移転中です。
※期間のＡは９～１２月、Ｂは９～１１月。祝日は開催しません。
※中学生以下は、年間１人８００円のスポーツ保険代が別途必要。
※対象の「一般」とは、高校生を含む１６歳以上を指します。

有
効
）で
市
体
育
協
会（
〒

－

０

４４６

０
６
１
新
田
町
新
定
山

－

８
）へ

４１

※
定
員
に
達
し
な
い
教
室
は
７
月

日
晶
午
前
９
時
か
ら
再
受
付
。

１４

●
開
講
日
・
対
象
等

左
表
の
と

お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
込
み

６
月

日
昌
～
７
月

２１

５
日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
捷
を
除
く
）に
市
野
球
場
Ａ
面
ス

タ
ン
ド
下
に
持
参
す
る
か
、
宛
名

面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

教
室
名
を
記
入
し

円
切
手
を
貼

８２

っ
た
返
信
用
封
筒
を
、「
ス
ポ
ー
ツ

ス
ク
ー
ル
・
教
室
申
込
」と
明
記

し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵
送（
消
印

■問
▼
市
体
育
協
会

（
緯〈

〉５
１
８
２
）

７５

市
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
２
期
）受
講
生
募
集

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
!!

■
振
り
込
め
詐
欺
、
多
発
警
報

振
り
込
め
詐
欺
と
は
、
孫
・
娘・

息
子
・
警
察
官
等
の
名
を
か
た
り
、

孫
や
子
供
を
想
う
親
心
を
悪
用
し
、

現
金
を
騙
し
取
る
手
口
で
す
。
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
方

法
の
ほ
か
、
犯
人
に
現
金
を
渡
す

よ
う
に
仕
向
け
る
手
口
も
あ
り
ま

す
。市

職
員
を
か
た
る
還
付
金
詐
欺

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
職
員
を
名

乗
ら
れ
て
も
、
納
付
書
が
手
元
に

な
い
等
不
確
か
な
場
合
は
、
関
係

機
関
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

暫
自
宅
の
固
定
電
話
は
在
宅
中
で

も
留
守
番
電
話
に
設
定
す
る

暫
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
能

や
非
通
知
設
定
を
活
用
す
る

暫
家
族
で
対
策
に
つ
い
て
話
し
合

う■
安
全
安
心
情
報
メ
ー
ル
に
ご
加

入
く
だ
さ
い

市
内
で
女
性
・
子
ど
も
に
対
す

る
声
か
け
・
つ
き
ま
と
い
事
案
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
情
報
や
犯
罪
情
報
等
を
お
知
ら

せ
す
る「
安
全
安
心
情
報
メ
ー
ル
」

に
加
入
し
、
早
め
の
情
報
収
集
や

対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
と
行
政
・
警
察
が
一
体
と
な
っ

て
、
安
全
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
配
信
内
容

安
城
市
・
知
立
市

に
お
け
る
不
審
者
・
変
質
者
情
報
、

交
通
事
故
情
報
、
火
災
情
報
、
気

象
警
報
、
行
方
不
明
高
齢
者
情
報
、

避
難
勧
告
等
災
害
情
報

●
加
入
方
法

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯

電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、

「subscribe@
a-ansin.jp

」宛
て

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
か
、
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表

示
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
確
認
メ

ー
ル
が
届
き
次
第
、
受
信
登
録
が

で
き
ま
す

※
メ
ー
ル
の
受
信
制
限
を
し
て
い

る
場
合
は
、
受
信
設
定
を
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
安
城
警
察
署

（
緯〈

〉０
１
１
０
）

７６
市
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１


